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第 1 章から第 3 章では，青年の将来展望に関する従来の理論および実証的研究を概観し，本研究の目的を提示した。
第 1 章では，青年期に関する従来の理論をもとに，青年期の将来展望をめぐる問題について，環境の変化，認知能力
















第 5 章(調査 3) では， r将来展望への探求」を指標として， r人生の意味・目的を探求している程度」を尋ね，人
生の意味・目的の獲得と適応との関係にどのような相違がみられるかを検討した。その結果，人生に意味や目的を獲
得できていない群については「将来展望への探求」が有効な指標となったが，獲得できている群についてはその指標









第 7 章(調査 5 )では，調査 4 で検討された指標を用い，個人にとって将来展望をもつことが重要な群とそうでな
い群とで，将来展望にどのような相違がみられるかを検討した。将来の見通しのある群とない群それぞれについて，
それらが重要な意味をもっ群とそれほど重要な意味をもたない群に分類し，各群の違いを(1)人生や生活における満足











最後に，第 8 章では，本研究で実施された 5 つの調査結果をまとめ，今後の課題を検討した。将来展望に関する従
来の研究では，将来をどのようにとらえているか(ポジティブ、かネガティブか)や，どのような見通しをもっている
かについて，調査対象全体を一つのサンプルとして，あるいは，性や年齢などの要因によって調査対象を群別してい
た。それに対し，本研究では個人の視点に立って将来展望の意味づけを考慮した点に大きな意義がある。今後の課題
としては，将来展望の質的側面について詳細に検討すること，また，生涯発達的な観点から縦断的な研究を行う必要
性を指摘した。
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論文審査の結果の要旨
青年期の発達課題は将来の社会生活(職業や結婚)に向けて準備を進めることであり，そのため青年は人生設計を
建て， ライフスタイルや人生観などを模索し，自分なりの将来展望を確立しなければならなし、。青年の将来展望に関
する従来の研究では，展望の広がりや明るさ，あるいは将来設計や人生観の内容について，青年全体の特徴や男女差
に主な焦点が当てられていた。しかし，青年の将来への意味づけは多様であり，将来展望を持つことがすべての青年
にとって重要な意味をもっとは限らない。
そこで，本研究では個人の視点から将来展望の重要性を考慮し， (1)個人における将来展望の重要性をとらえる指標
を検討し， (2)その指標を用いて，将来展望が重要な群とそれほど重要でない群とで，適応感や時間的展望，将来の見
通しにどのような相違がみられるかを検討した。
その結果，同じような将来の見通しを持っている場合，あるいは見通しが持てない場合であっても，それが個人に
とってどのような意味をもつかによって，現在の適応感や将来への希望の程度，および見通しそのものへの取り組み
方が異なってくることが示され，青年の将来展望を検討する上で，それが個人にとってどれだけ重要であるかを考慮
する必要性が実証された。
本審査委員会は本論文を青年期の将来展望に関するすぐれた論文として評価し，博士(人間科学)の授与に値する
ものであると判断するものである o 尾崎さんがこの研究を発展させ，青年期の心理学的研究に寄与することを期待し
fこし、。
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